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概 要

Linux kernelのコンフィグレーションに使用する kconfigシステムにおいて、多国語メッセー
ジを扱うための拡張を試みた。本論文では拡張した仕様及び実装について紹介する。

1 はじめに

Linux kernel を構築する際にはコンフィグ

レーションを行う必要があるが、ここで表示さ

れるヘルプメッセージはすべて英語であるため、

内容の理解が困難な場合がある。

バージョン 2.4までの kconfigではヘルプメッ

セージを記述してあるファイルが独立していた

ため、内容を翻訳した同名のファイルに差し替

えることで [1]英語以外のヘルプメッセージを

表示することができた。

しかし、現在最新であるバージョン 2.6では

kconfigシステムが全面的に書き換えられたた

め、ファイルを差し替えての多国語表示は不可

能になった。その改善策として kconfigを get-

textizeし、poファイルを配布しているグループ

がある [2]。しかし、この様な用途に gettextを

使用するのは適切ではないと考えるため、get-

textを使用せずに翻訳メッセージを扱えるよう

に kconfigを拡張した。

2 現在の実装における問題点お
よび解決策

2.1 gettextの動作

まず、gettext の動作について簡単に説明す

る。glibc-2.7の実装を参考にしている。

1. 指定された msgid に対応する msgstr が

既に取得されている場合、それを返す

2. .moファイル内を検索し、該当するmsgstr

を取得する

3. 次回に備えて msgid/msgstr ペアを保存

する

上記よりmsgidをキーとした検索が

• 取得済みmsgstrの検索

• .mo内のmsgstrの検索

の、二回行われる事がわかる。取得済みmsgstr

については tfind(3)/tsearch(3)による二分木で

キャッシュされるようになっているので、既に

取得したメッセージについてはこの二分木を探

索して返すようになっている。

.moファイルにあるmsgstrの検索はハッシュ

表がmsgstrのインデックスになっており、ms-

gid から求められるハッシュ値で msgstr を取

り出せるようになっている。このハッシュ表は

msgfmt(1)で.moを生成する時に作成されてお

り、アルゴリズムとしてはオープンアドレスを

採用している。

2.2 効率の問題

前述したグループが配布している poファイ

ルはmsgidが一万を越える巨大なメッセージカ

タログになっており、これを gettextで処理して

いる。現在の実装ではオープンアドレスのハッ

シュ表を使用して検索を行っているので、処理

量の最悪値がデータ量に比例してしまう。ハッ
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シュ値の衝突が少なければそれほどの影響は無

いと思われるが、現状のハッシュ関数では平均

して 50%程度の衝突が確認できた。したがって、

カタログ内にあるmsgidの数が効率に大きく影

響すると考えられる。ただし、キャッシュとし

て使用する二分木は赤黒木として実装されてい

るので (glibc-2.7)、一回読み込んだメッセージ

については高速に取得できる。しかし、kconfig

では複数回参照されるメッセージはそれほど多

くないため、キャッシュの効果は期待できない。

2.3 用途の問題

gettextは実行形式に埋め込まれている文字

列を動的に変更する事を目的としているので、

動的に読み込んでいるメッセージの翻訳に使用

するのは、正しい使い方とは言えない。

2.4 解決策

メッセージカタログが巨大になってしまうの

は、Kconfigファイル内に記述されている項目名

とヘルプメッセージを含んでいるのが原因であ

る。これらのメッセージが記述されているファ

イルは実行ファイルと独立しているので、実行

時に指定された言語のメッセージデータを読み

込めば、gettextを使用しなくても各種言語の

表示が可能であると考えた。また実際に日本語

を埋め込んだKconfigファイルを作成し正常に

表示される事を確認した。

3 kconfigの調査

この推測が正しいことを確認するために、実

際にコンフィグレーションを行う kconfigの調

査を行った。

3.1 内部構造

まず、現状の kconfigの構造について簡単に

解説する。基本的な構造としてはフロントエン

ド部分とバックエンド部分に分けらる。図 1に

大まかな構造を示す。フロントエンドは UIを

担当しており、各種 UIを提供するために複数

用意されている。バックエンドは設定ファイル

の解析や構成情報の管理を担当している。

3.2 バックエンドの動作

まずバックエンド側がどのようにメッセージ

を扱っているか調査した。

1. Kconfigを読み込み構文解析を行う。解析

結果は構文木として保存される。また既存

の.configを読み込み設定の初期値とする。

2. その後フロントエンド側からの要求に対

し、条件式や依存関係を評価した結果設

定可能な項目や現在の設定値、ヘルプ文

章を返していく。設定変更できない項目

については無視される。

3. フロントエンドからユーザーの項目選択

状況が通知されるので、設定値を更新し

ていく。

4. 終了時に設定値から.configファイルを生

成する。

3.3 フロントエンドの動作

フロントエンド側では、取得したメッセージ

をmsgidとして gettext関数を実行し、得られ

たテキストを表示ライブラリ (curses,GTK,qt)

に渡して表示を行っている。メッセージに対し

て特別な処理は行っていないので、表示ライブ

ラリが扱える文字であれば特に制限はないと思

われる。

上記の結果から、前節での推測通りバックエ

ンドが読み込むKconfig内のメッセージをあら

かじめ翻訳しておき、フロントエンド側に渡す

のが国際化の手法として妥当であると考えた。
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図 1: kconfigの構造

4 翻訳メッセージファイルの扱
い

次に翻訳したメッセージファイルの取扱いに

ついて検討を行った。

4.1 要求事項

以下の点を考慮して仕様を検討した。gettext

を使用した場合と比較しても制限が厳しくなら

ないように考慮している。

• kernel source tree内部で完結する

source treeの外部にファイルを置く場合

(別ディレクトリに.moをインストールす

る等)、ビルド手順が変更になってしまう

可能性がある。またパッケージビルドシ

ステムを使用する場合に、作業用ディレ

クトリ以外に書き込んでしまう事になる

ため、余計な手間がかかる。

• 複数言語への対応

mainlineへのマージを考えると、世界中

で利用されるために特定言語へ依存する

ことは好ましくない。

• 元の Kconfigを変更しない

現在の Kconfigに新たに翻訳メッセージ

を付加してしまうと、環境によっては正

しく編集できなくなってしまう可能性が

考えられる。これはmainlineへのマージ

を考慮した場合に問題になると思われる。

• バージョン依存性の排除

翻訳ファイルが特定バージョンに依存し

てしまうと、

– 更新後に翻訳が追いつくまでまった

く使えなくなる

– 常に最新版への追従が必要なので作

業者の負荷が上がってしまう

などの問題が発生する。この問題は利用

者にも負担を強いてしまう。

4.2 検討結果

検討を行った結果、以下のような仕様を決定

した。可能な限り限り現在のコードを変更しな

いで対応する事を考慮している。

• 翻訳済みメッセージを別ファイルに用意

し、元ファイル名+言語コードのファイル

名を付けて、元ファイルと同じディレク

トリに配置する。これにより、ソースツ

リー内での完結、複数言語への対応、元
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のKconfigを変更しないを実現できる。ま

た、既存ファイルの修正が不要なので、別

配布の状態であっても

$ tar xjf linux-2.6.foo.tar.bz2

$ tar xjf kconfig-ja-2.6.bar.tar.bz2

というように上書きするだけでよいので、

取扱いが容易になる。

• メッセージファイルの文法は通常のKcon-

figファイルと同じ物を使用し、メッセー

ジ部分のみを翻訳する。メッセージに無関

係な”default”や”depends on”などは記述

されていても無視する（オリジナルKcon-

figの記述が有効になる）。これによりバー

ジョンアップなどで記述が食い違ってし

まった場合でも、メッセージ部分はその

まま使うことができる。

この仕様で要求は完全に満たすことが出来ると

判断した。

なお以下の仕様については今後検討していく

ことにした。

• 国コードの扱い

• 翻訳ファイルの文字コード

この部分については、筆者に国際化に関する

知識が不足しており十分な検討が行えていない。

4.3 翻訳の例

以下にこの仕様に基づいて翻訳した場合の例

を示す。

• Kconfig

config FOO

bool "use FOO"

default y

help

FOO is ...

• kconfig.ja

config FOO

bool "○○を使用する"

default y

help

○○は…

5 試験実装

検討した仕様の妥当性を評価するため、現状

の kconfigを改造し翻訳メッセージを扱えるよ

うにしてみた。現在の kconfigからの差分とテ

スト用の翻訳ファイルを公開 [3]している。検

討時の予想通りコードの修正量はそれほど多く

ない。

5.1 変更点

以下の処理を追加した。

1. Kconfigファイルの解析が終わった後、翻

訳ファイルを解析する

これで翻訳された構文木が生成される。

2. 翻訳構文木の節にあるテキストを、同じ

項目を持つ英語の節にコピーする

これで翻訳文章が出力されるようになる。

翻訳が存在しない場合はそのままになる。

3. すべての節をコピーしたら翻訳の枝を切

る

つながっているとメニュー項目が重複し

てしまう。

処理のイメージを図 2に記しておく。
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図 2: 追加処理の概要

図 3: 実行結果　 (右 - 変更前、左 - 変更後)

当初の予定では英語のKconfigと翻訳Kcon-

fig を平行して読み込み、メッセージを置き換

えていく予定であったが、現状の構文解析器の

実装を流用して行うのは困難であるため、英語

Kconfigを読み込んだ後に翻訳 Kconfigを読み

込み、メッセージを一括して置き換える方法に

した。そのために生成される構文木が巨大にな

り効率がよくないので、将来的には修正の必要

がある。

5.2 評価

修正 kconfigと翻訳ファイルを用いて実際に

日本語化してみた結果を図 3に示す。

項目名とヘルプ文章が日本語で表示されてい

る事を確認できる。英語のまま表示されている

部分は日本語訳を用意していない項目である。

この様に翻訳ファイルが完全に対応していない

場合でも問題なく設定を行うことが出来る。こ

れにより翻訳のタイムラグで翻訳ファイルを使

用できない状況は発生しない。

以上のように概ね満足する結果を得ることが

出来た。
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図 4: 作業モデル

6 翻訳

6.1 Kconfigファイルの現状

各ディレクトリに含まれるKconfigファイル

の数を表??に示す。最終的にはこれだけの翻訳

を行うことが目標になる。archと driversが全

体の約 8割を占めているが、これは Linuxが多

数のアーキテクチャ・ドライバをサポートして

いるためと推測される。

6.2 作業体制

前項より、かなり大量のKconfigファイルに

ついて翻訳する必要がある事がわかる。ただ、

数が多いものの個々のファイルについてはそれ

ほど大きな物でなく相互の依存関係もないので、

複数人が分担して作業することも容易であると

考える。図 4に想定している作業モデルを示す。

まずは複数の翻訳者と取りまとめ役の二階層

でスタートし、複数の言語について同様な組織

が出来上がった所で三階層のモデルに移行する

のが適切でないかと考える。また、この段階ま

で成長すればその他の国際化関連の作業全般 (ド

キュメント翻訳など)もこのチームで担当出来

るようになるのではないかと期待する。筆者に

は翻訳プロジェクトの参加経験がないので、こ

の部分に関してはそういった方面からのフィー

ドバックに期待したい。

7 今後の展開

kconfig本体の国際化については

• 日本語以外での動作検証

• 効率の改善

といった作業が必要であると考えている。

また

• 翻訳メッセージ仕様の確定

• メッセージの翻訳

については外部の協力を得て進めていきたい。

これらの作業がある程度完了した時点で ker-

nel開発コミュニティへ提案を行い、標準機能

として取り込まれるよう活動していきたいと考

えている。

8 最後に

最近ではディストリビューションによって提

供される kernelをそのまま使っている人が多い

と思われるが、メッセージが母国語で表示され

ることで、kernel再構築の敷居を少しでも下げ

ることが出来れば幸いである (言語以外の問題

もあるが、英語であるというのはそれなりに障

害であると思う)。また、システムの根幹にある

kernelを自分で再構築することで、kernelやシ

ステムの内部に興味を持ってくれる人が少しで

も増えてくれることを願う。
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